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▲桜ケ池横穴群全景

埋蔵文化財包蔵地 桜ケ池横穴群

　桜ケ池横穴群は、佐倉地区の桜ケ池のすぐ東
側にある丘陵の東側斜面に立地しています。こ
の横穴群の発見は、平成14年度に実施した浜
岡町史編さんに伴う掛川市在住の考古学研究者
の加藤賢二氏からの聞き取り調査において、以
前に桜ヶ池周辺で古墳時代の横穴群を見たとの
情報に端を発します。その情報を基に、現地を
調査したところ２基の横穴が発見されました。
その後、この横穴群に桜ケ池横穴群という遺跡
名を付け、平成15年度には周知の埋蔵文化財
包蔵地として登録されました。
　桜ケ池横穴群は２基とも横穴の内部が半分以
上砂丘の砂によって埋もれていることから、こ
の横穴が作られた古墳時代以降も砂丘が桜ヶ池
近くまで発達していたことが分かります。
　発掘調査をしていないため副葬品などについ
ては不明です。また、発見された2基以外にも、
砂丘の砂により完全に埋もれてしまった横穴が
周辺に存在している可能性もあります。
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